
いわき市三和地区地域おこし協力隊

2022年4月～2024年7月（2年4ヶ月）

【１】 三和町ふれあい市場「かあちゃんの弁当」のプロデュース
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活動の記録と総括
【2】 三和中学校の地域おこし「SMILE⤴ゴミ⤵大作戦」の仕掛け人（キャリア教育授業）

【3】 三和のPR活動

↑ 全国農業新聞福島版（2024/02/16）取材記事

【4】 資格・研修など

⤴ ⤵

現在制作中
秋をお楽しみに！

7/21(日)
長居小体育館に
写真等展示します
ぜひお越しください！

強み Strength 弱み Weakness

・炊き出し経験豊富（イベント）

・お客様との距離近（試食・取り置き）

・料理上手

・保健所許可済の調理場（狭いが）

・国道49号沿い

・公共施設（公民館・支所など）徒歩圏内

・町の食材豊富

・高齢化で人員不足（平均70代）

・出荷困難な農家増加（体力・移動）

・食材に偏り（肉魚なし、季節変動）

機会
 Opportunity

・コンビニは10km離れている

・スーパーは町内ゼロ

・介護弁当事業者（市配食登録）ゼロ

・独居高齢者増加傾向

強み×機会＝弁当販売
・得意な料理を活かした馴染みの味が地域の

方に提供できる

・町の食PRになり、来訪者が増やせる

・介護が必要な方、移動困難な方にも提供で

きる

弱み×機会
・食材の仕入れ体制が整えられれば多彩な料

理が提供できる

・生活物資の仕入れ販売も行えば住民も店も

Win-Win

脅威
Threat

・親世代が町に残り、子世代は都会へ

・病院ゼロで特に高齢者は不便

・人口減（50年で約1/3へ）

・物価高（ガソリン高）

・コロナ禍

強み×脅威
・親世代の見守りサービスがあれば都会暮ら

しの子世代も安心

弱み×脅威
・物流体制が整えられれば効率的に配達・配

食が可能でコロナ禍でも安心

・新規雇用ができれば店が若返り、人口流出

が抑制

・配達ついでに野菜の集荷もできれば農家も

店もWin-Win

内部環境（三和町ふれあい市場）

外部環境
（いわき市三和町）
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イベント当日販売

イベント事前予約

店頭(おかずのみ)

店頭(通常)

予約(おかずのみ)

予約(介護・有料配達)

予約(通常・有料配達)

予約(通常・無料配達/取置き)

弁当個数

積極的支援期間
（2022年12月～2023年12月）

自走準備期間
（2024年1月～）

月間売上推移


